
.7 Ｄ
し ％ 8.1

8.9 9.4 - - - △92.9

04060200 強靭な水道の整備と維持
幸

滝沢市に愛着がある市民の割合
4

75 75.7 76.4 77 77.7 Ａ
福 ％ 74.2

72.3 78.3 - - - 117.1

政    策 :
基本施策 :

主管課長職・氏名

関係課長職・氏名

(１) 基本施策が４年間でめざす姿

(２) 基本施策目標値の達成状況
基準値 上：戦略目標見込値／下：達成値 目標値 進捗状況

No この基本施策に関わる基本施策目標指標
進捗率(%)

単  位

単  位

単  位

(３) 基本施策を構成する施策及び目標値の達成状況
施 策 名 基準値 上：戦略目標見込値／下：達成値 目標値 進捗状況

No
施 策 目 標 指 標 進捗率(%)

単  位

単  位

単  位

単  位

単  位
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前期基本計画 平成２８年度 基本施策方針評価書

０４ ひとにやさしく安心・快適で活力あふれるまちを目指します
０６ 安全で強靭な水道の持続

水道整備課長  齋藤克也

水道総務課長　阿部一彦　簡易水道室長　石川隆二

１．基本施策の平成28年度までの実現状況を明らかにする

水質の保全を行い、施設の現状把握と位置づけを行いながら「安全で強靭な水道」の実現に向け、施設の更新計画を策定し

、整備促進を図ります。また、職員の技術の継承など人財育成に一層取り組みます。

平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度

暮 滝沢市の水道水がおいしいと感じている人の割合

1 ら 70 71 72 73 73.5 Ａ
％ 68.1

し 70.8 75.4 - - - 135.2

幸 滝沢市に愛着がある市民の割合

2 75 75.7 76.4 77 77.7 Ａ
％ 74.2

福 72.3 78.3 - - - 117.1

平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度

04060100 安全な水道水の供給
暮

滝沢市の水道水がおいしいと感じている人の割合
1 ら

70 71 72 73 73.5 Ａ
し ％ 68.1

70.8 75.4 - - - 135.2

04060100 安全な水道水の供給
幸

滝沢市に愛着がある市民の割合
2

75 75.7 76.4 77 77.7 Ａ
福 ％ 74.2

72.3 78.3 - - - 117.1

04060200 強靭な水道の整備と維持
暮

漏水率
3 ら

7.4 7.2 7 6.8 6



り組みと方針についての達成（実現）状況

(１) 基本施策の実現に影響する社会環境変化

(２) 政策との関連性から基本施策の見直し

４．基本施策の実現に向けての今後の取り組みと方向性を明らかにする
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前期基本計画 平成２８年度 基本施策方針評価書

０４ ひとにやさしく安心・快適で活力あふれるまちを目指します
０６ 安全で強靭な水道の持続

水道整備課長  齋藤克也

水道総務課長　阿部一彦　簡易水道室長　石川隆二

２．基本施策の実現に向けての平成28年度までの取り組み状況を分析する

Ｂ 概ね達成した

基本施策の推進のため、「安全な水道水の供給」については平成27年度に定めた「水安全計画」により、水質検査計画に基

づく水質検査の実施や水質監視の徹底を図りました。また、

政

「強靭な水道の整備と

 

維持」については経年

 

化水道施設の更新

と耐

 

震化を図ったほか、計

 

画的な漏水防止対策の

策

強化に着手し、水資源

:

の有効利用と経費削減

基

に努めました。

(２)

本

 基本施策内の取り組

施

みと方針のうち、平成

策

28年度の重点課題の

:

達成（実現）状況
Ｃ 一

主

部達成した

【重点課題

管

】

　施設の更新計画の

課

策定

【重点課題の達成

長

状況】

  平成27年

職

度に策定したアセット

・

マネジメントに基づき

氏

、施設更新計画の策定

名

を進め現在も取組中で

関

す。

３．基本施策の実

係

現に向けての平成28

課

年度実施後での変化を

長

認識する

Ａ 社会環境変

職

化なし

当施策に影響を

・

及ぼすような社会環境

氏

変化はありませんでし

名

た。

Ａ 必要なし

引き続

(

き基本施策の実施が必

１

要であるため、見直し

)

の必要はありません。

 

(１) 平成30年度

基

方針策定に際し、今後

本

の方向性や引継課題
Ａ

施

課題なし

【今後の方向

策

性】

　平成27年度に

目

策定した水道事業中期

標

経営計画に沿って、各

の

事業を実行していくこ

達

とが重要です。

【引継

成

課題】

　漏水対策の強

（

化によるコスト縮減が

実

課題です。

現）に向けた計画期間内の取



政    策 :
基本施策 :

主管課長職・氏名

関係課長職・氏名

(２)所管施策別事業実績表

No 施    策    名
計画額 実績額 比較 (%)
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前期基本計画 平成２８年度 基本施策方針評価書

０４ ひとにやさしく安心・快適で活力あふれるまちを目指します
０６ 安全で強靭な水道の持続

水道整備課長  齋藤克也

水道総務課長　阿部一彦　簡易水道室長　石川隆二

04060100  安全な水道水の供給
1

93,320 57,202 △38.7

04060200  強靭な水道の整備と維持
2

1,278,731 1,104,628 △13.6


